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＜試験片採取位置＞

　　　 付属金物溶接が梁フランジの靱性値に

　　　 与える影響についての試験

塑性変形能力が必要とされる梁端拡幅部は、付属金

物の溶接で母材の靱性低下が懸念される為、拡幅部か

ら外れた位置に取付けることが良いと一般的に考えら

れている。

しかし、実際の施工において、付属金物を拡幅部内

に取付けざるを得ない場合がある。

そこで付属金物（ネットフック）の溶接が梁フラン

ジの靱性値に与える影響について調査を実施した。
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フランジ拡幅部に取付いた
水平ネットフック

フランジ拡幅部に取付いた
水平ネットフック

付属金物溶接が梁フランジの靱性値に与える影響についての試験 
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１． 目的 
 建築鉄骨において、柱梁接合部は脆性的破断防止の観

点から、大きな塑性変形能力が必要とされる。その為そ

れらの部位については、塑性変形能力を低下させる様な

施工は極力避けねばならない。梁端フランジが拡幅され

ているディテール（写真１、図１）の場合は、付属金物

を取付ける際に母材の靱性低下が懸念される為、拡幅部

から外れた位置に取付けることが一般的に考えられてい

る。しかし、実際の施工において付属金物を拡幅部内に

取付けざるを得ない場合がある。そこで、付属金物とし

て用いられる水平ネットフックの溶接が梁フランジの靱

性値に与える影響について調査を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生産技術室*
 同   廣田 実*B    同 藤沢清二*B   

写真１ フランジ端部拡幅梁 

図１ フランジ端部拡幅梁参考図 

*藤木鉄工株式会社 本社工場 
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YGW-11 下向

ﾜｲﾔｰ径

1.2φ

溶材 姿勢 CO２流量(ℓ/min)

25

入熱量(KJ/cm)

15～36

電流(A)

250～350

電圧(V)

28～42

速度(cm/min)

15～60

Ｅ＝Ｗｒ（Ｃｏｓβ－Ｃｏｓα）

　　E   ：衝撃吸収エネルギー(J)

　　Ｗ  ：ハンマーの重量による負荷(N)　　 　‥‥(26.080×9.80665)

　　r   ：ハンマーの回転軸中心から重心までの距離(m)　‥‥(0.636)

　　α  ：ハンマーの持ち上げ角度                                      ‥‥(147.5度)

　　β  ：試験片破断後のハンマーの振り上がり角度

合否判定 70J 以上

試験日 平成25年10月30日

試験条件 試験温度 0℃

試験結果

判定
溶接長

(mm)
試験片

ハンマーの振
り上がり角度

（deg)

ｼｬﾙﾋﾟｰ吸収ｴﾈﾙｷﾞｰ ( J )

No.
試験値 平均値

177 合格2（中央） 77.6 172.1

3（端部） 69.4 194.4

60

4（端部） 81.0 162.6

40

1（端部） 80.0 165.4

176 合格5（中央） 67.4 199.7

6（端部） 79.8 166.0

２．試験要領 
（１）試験体 
 試験体の梁フランジ材には、PL-19 , SN490B 材を使用

し、ネットフック材には RB-13φ（SR235）を使用した。

なお、SN490B 材のシャルピー吸収エネルギーは、１７２

Ｊである（鋼材検査証明書より）。 
 
（２）溶接条件 
 溶接条件を表１に示す。溶接方法はＣＯ２ガスシールド

アーク溶接とした。 
 
 
 
 
 
（３）試験片採取位置 
試験片採取位置を図２に示す。両面すみ肉溶接直下の

３箇所（両端部・中央）より採取した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（４）衝撃試験方法及び試験片 
 衝撃試験方法及び試験片は、JIS Z 2242 金属材料のシャ

ルピー衝撃試験方法に従った。 

 
３．試験結果 
試験結果を表２に、試験片破面を写真２に示す。靱性値

は、いずれの試験片も７０Ｊを上回る結果を得た。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

４．まとめ 
 付属金物の溶接が梁フランジの靱性値に与える影響に

ついて、衝撃試験を行った結果、靱性値は目標値の７０

Ｊ以上を満足することが確認された。 
 

５．おわりに 
 本来、梁端フランジ拡幅範囲内への小入熱溶接は避け

るべきである。製品のディテールを決定する際には可能

な限り付属金物の溶接を避け、フランジ母材の品質確保

に努めなければならない。 
しかし、実際の施工で設計者の了解を得た後に、やむ

を得ず付属金物を溶接する場合においても、品質維持の

上で重要事項である母材の靱性は、本調査を実施したこ

とにより品質（靱性）低下の影響は小さいと言える。 

表１ 溶接条件 

図２ 試験片採取位置 

写真２ 衝撃試験片破面 

表２ 衝撃試験結果 
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